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おいも専門店mogmogが１周年を迎えました！
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いつもおいも専門店mogmogの焼き芋をご愛顧いただき、誠に
ありがとうございます。おかげさまで、この度無事に開店1周年
を迎えることができました。右も左もわからないままスタート
したのがもう1年前か...と私たちも驚いています。焼き上がり
の香りに誘われて足を止めてくださる方、「美味しかったわ」
と声をかけてくださる近所の方々、ワンちゃんと一緒に散歩の
途中に寄って下さる方、皆様の温かい支えがあったからこそ　
１年間続けることができました。一本一本、じっくり時間をか

皆さま新年あけましておめでとうございます。本年もあそーとをどうぞよろしくお願い致し
ます。年末年始は発熱しておりまして幸先の悪いスタートとなっております。しかし野江神
社のおみくじは大吉でしたので心配ご無用。最低のスタートからあとは登っていくだけで
す。個人的な今年の目標は映画を100本見ることです。青年みたいな目標を掲げていますが僕
ももう中年です。もともとはあまり映画を観れない人間(2時間集中できない)だったのですが

本日はスタンプラリーに挑戦したいとのことで、神戸の須磨浦公園に行ってきました。
２時間ほど電車で移動し、須磨浦公園に到着。スタンプがある須磨浦回転展望閣に向か
います。山道の入り口まで歩くと、いよいよ登山が始まります。山道はとても険しく、

中年になって落ち着いてきたことで昨年あたりから映画を楽しめるよう
になってきました（パッと見でディカプリオを認識できないくらいには
映画を観てきていません）映画ビギナーの僕におすすめの映画を教えて
ください。ジャンルは問いません。

けて焼き上げるお芋には、たっぷりの密と一緒に皆さまへの
感謝の気持ちがぎゅっと詰まっています。お買い上げいただ
いたお芋が、皆さまの団らんのひとときに少しでもご一緒で
きていればとても嬉しいことです。これからも、「mogmog
の焼き芋を食べるとホッとする」と言っていただけるよう
な、地域に愛されるお店を目指して精進してまいります。
今後ともおいも専門店mogmogをよろしくお願い致します。

途中で休憩を挟みながら登ります。1時間ほど山を登り、須磨浦回
転展望閣に到着しました。展望閣でスタンプを押し、景色を見な
がら休憩します。スタンプを押した後は、ロープウェイで下山
し、遅めの昼食。油淋鶏定食のご飯大盛りをペロリと完食されて
います。帰りの電車では疲れて眠たそうでしたが、「いい運動を
したな」と満足そうに仰っていました。



高校内居場所カフェ 報告

新年最初、1月の水曜レクリエーションは、大阪市立住まい
のミュージアム「大阪くらしの今昔館」へ遠足に出かけまし
た。当日は地下鉄を利用して天神橋筋六丁目まで移動。駅直
結ということもあり、寒い中でも安心して向かうことができ
ました。入口で記念撮影をしたあとは自由行動。
それぞれ展示を見たり、写真を撮ったりと、思い思いの時間
を過ごされていました。今昔館の見どころのひとつである、
江戸時代の街並みを再現した展示スペースでは、専門スタッ
フの方による「街案内」に参加。約40分かけて、当時の暮ら
しや細かな工夫について丁寧に説明していただきました。ツ
アーに参加された利用者さんからは「知らないことがたくさ
んあって楽しかった」といった声も聞かれ、充実した様子が
うかがえました。多くの方にご参加いただき、楽しい一日と
なりました。

ここある1月水曜レク「遠足」

あそーとHPではここあるでの作業の様子や、るーとでのおでかけ

について「ガイドヘルパー日記」などブログでご紹介しています！

高校生も、真ん中でこれが行われていれば、こちらも
誘いやすくなりますし、高校生は誘われやすくなりま
す。なんかやっているし、誘われたし、まあやってみ
るか、そんな自然な流れでいつもとは違ってみんなと
一緒のテーブルに座ります。いつもとちょっと違うプ

この時期は各校居場所カフェでプチクリス
マスイベントを行います。クリスマスソン
グを流して、リースを飾って、シャンメリ
ーを開けて、手作りのパフェ“もどき“で
クリスマス気分です。あそーとの居場所カ
フェでは、用意周到で準備されたイベント
よりも、少しの気分作りが大事だと思って
います。大々的なイベントだと気おくれし
てしまう人でも、プチ程度で気分優先くら
いのイベントであれば参加も容易です。
いつもはみんなと違うテーブルに1人で座る

パフェ作り最中のテーブル。散らかり気味ですが、、、

渾身のパフェもどき！

チイベントをしているカフェで、いつもと少
し違う人と、ちょっとお喋りしてみる。次の
普段通りのカフェのときにはその二人は喋ら
ないかもしれないけれども、いつか喋ったこ
とのある人がいるだけで、カフェが高校生に
とっての居場所になっていきます。


